
若
手
句
会
実
況
中
継 

平
成
31
年
３
月
８
日
（
金
） 

 
 

 

指
導
者
：
小
島 

健
氏
・
西
山 

睦
氏 

 
 
 
 

出
席
者
数 

21
名 

   

高
得
点
句 

１
位 

春
昼
や
卒
塔
婆
は
み
で
る
塀
の
上 

 
 

 

平
野 

山
斗
士 

 

６
点 

（
受
講
生
４
点
、
小
島
・
西
山
選
） 

 

講
評
：「
春
昼
」
と
い
う
と
り
と
め
の
な
い
時
間
と
、
卒
塔
婆
の
は
み
出
て
い 

 
 

 

る
け
だ
る
さ
が
何
と
な
く
付
い
て
い
て
良
い
。
（
西
山
） 

「
春
昼
」
の
の
ん
び
り
感
に
「
卒
塔
婆
」
の
ド
キ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
、
そ 

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
面
白
い
。
（
小
島
） 

  

１
位 

母
犬
の
七
つ
の
乳
首
桜
東
風 

 
 
 

 
 

大
木 

雪
香 

 
 

６
点 

（
受
講
生
５
点
、
西
山
選
） 

 

講
評
：
七
つ
の
乳
房
が
本
当
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
が
、
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』 

の
よ
う
に
「
や
つ
ふ
さ
」
も
あ
る
か
ら
七
つ
が
不
思
議
な
感
じ
が
す
る
。

ま
た
季
語
は
「
桜
東
風
」
よ
り
も
い
い
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。（
小
島
）
ま
だ
少
し
寒
い
頃
の
「
桜
東
風
」
が
合
っ
て
い
る
か
な
と

最
初
は
思
っ
た
が
、
桜
色
を
連
想
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
良
い
。
（
西
山
） 

 



１
位 

北
窓
を
開
け
顔
彩
の
青
を
溶
く 

 
 

 

よ
こ
た 

ま
さ
み
ち 

６
点 

（
受
講
生
４
点
、
小
島
・
西
山
選
） 

講
評
：
「
北
窓
を
開
け
」
と
い
う
季
語
に
開
放
感
が
あ
る
。
日
本
画
の
顔
彩
を

溶
く
と
言
う
と
こ
ろ
に
透
明
感
が
あ
っ
て
良
い
。（
西
山
）「
北
窓
を
開
け
」 

 
 

「
青
を
溶
く
」
が
少
し
引
っ
か
か
る
が
、
「
顔
彩
」
が
い
い
で
す
ね
。
こ

れ
が
絵
の
具
だ
っ
た
ら
俳
句
に
な
ら
な
い
。
絵
の
具
の
句
は
沢
山
あ
り
ま

す
か
ら
。
（
小
島
） 

 

４
位 

地
卵
の
殻
撒
き
し
田
を
鋤
き
に
け
り 

 
 

沼
尾 

将
之 

 
 

５
点 

 
 

 
 

（
受
講
生
４
点
、
西
山
選
） 

 

講
評
：
地
卵
の
殻
を
撒
く
意
味
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
分
か
り
づ 

ら
か
っ
た
。（
小
島
）
描
か
れ
た
事
実
の
良
さ
で
い
た
だ
い
た
。
自
然
環 

境
の
循
環
を
考
え
て
田
に
栄
養
の
た
め
に
卵
の
殻
を
撒
い
て
い
る
の
で 

し
ょ
う
ね
。
（
西
山
） 

 

５
位 

牛
乳
の
つ
い
で
に
買
は
ん
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ 

千
葉 

ま
ど
か 

 

４
点 

５
位 

啓
蟄
の
道
に
群
れ
た
る
小
学
生 

 
 
 
 

寺
澤 

始 
 
 

 

４
点 

５
位 

散
策
の
地
図
に
こ
ぼ
る
る
春
の
雨 

 
 

 

上
野 

犀
行 

 
 

４
点 

５
位 

繰
り
返
す
遅
延
案
内
牡
丹
雪 

 
 
 
 
 

倉
持 

梨
恵 

 
 

４
点 

５
位 

ク
レ
ー
ン
を
ば
ら
す
ク
レ
ー
ン
鳥
雲
に 

 

曲 

風
彦 

 
 

 

４
点 


